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　本年度の高齢者の骨を守るための栄養ケア対策事業（詳細はp.14参照）で得た結果を分ੳし、本研究に参加した京都市

高齢者のঢ়گを数化するとともに、本活動の発లに貢献し得る情報を得て、来年度以߱の活動に生かすことを目的として

いる。なお本研究は本学のྟচ研究ྙ理৹査ҕ員会の承ೝを得て実施している。

【対象者】京都市在住で50歳以上（女性はด経時から

に骨吸ऩが進むので対象者を50歳以上とした）のܹٸ

骨密度測定会参加者321名のうち、アンケート使用の同

意書を得られた316名から測定結果の回ऩ࿙れがあった

１名をআいた315名。

【方法】アンケート調査　これまでの当事業での経験か

ら、下記にࣔす栄養クリニックಠ自の項目１～３と、ط

に開発され、一般に使用されている項目４、５について

のアンケート。

１：主食・主菜・෭菜をਖ਼しくೝ識できているか

２�：骨の健康に関する情報や用ޠをਖ਼しくೝ識できてい

るか

３�：外食・ห当・菜の利用ස度、日常生活での活動、

意識した運動のස度・時間

４：食品摂取の多様性

୩मら：地域在高齢者における食品摂取の多様性۽

と高࣍生活機能低下の関連

日本公ऺӴ生2003　ࢽࡶ�50�1117�1124

５：カルシウム自ݾチェック表

ੴҪら：Osteoporo�+pn�2005�13�497�502

測定߲ͱثػ༺　

：secB　213（立位測定）、ମॏ：オムロン体重体

組成ܭカラμスキャンHBF－601、ີࠎ：FU3UNO

社Ի骨密度測定置CM－200

【結果】今回は、測定結果とアンケート項目2の一部か

ら得られた結果のみをࣔした。

対象者の背ܠについて

対象者の測定結果を表１にࣔす。

表１　対象者の背ܠ

全体 男性 女性
人数（名） 315 32 283
年齢 74.7±6.1 76.3±6.1 74.5±6.1

身長（cm） 153±6.6 162±6.2 152±5.7
体重（kg） 52.3±7.9 59.8±6.9 51.4±7.6
BMI 22.2±3.3 22.6±2.5 22.2±3.4
％YAM 67.9±9.7 67.7±10.4 67.9±9.6

骨密度測定結果（Իによる部の測定）

　骨粗鬆症の予防と࣏療Ψイドライン2015年൛の診断

基準を参考に％YAM70をカットオフとして％YAM70

ະ満と％YAM70以上のൺ率を調べた。％YAM70ະ満の、

骨粗鬆症のリスクのある方が58％を占めていた。（図１）。

骨に関する栄養素について

　骨の健康に関する情報や用ޠをਖ਼しくೝ識できている

かのアンケートで、カルシウム（以下CB）を多く含む

食品・CBの吸ऩを助けるビタミン・骨をৎにするビ

タミンについて「知っている」「知っていない」で回答

していただいた。図２にࣔす通り、「知っている」と回

答した方はCBを多く含む食品90％、CBの吸ऩを助ける

ビタミン41％、骨をৎにするビタミン（骨にCBが結

合するのを助けるビタミン）20％であった。
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CBを多く含む食品の周知度に関する結果

　CBを多く含む食品܈をਖ਼解した方は図３にࣔすよう

に「খ魚類�他」242名（76.8％）と最も多く、࣍いで「乳

類」226名（71.7％）であった。しかし、「緑色野菜」

をਖ਼解した方は84名（26.7％）と少なく、「類」「大౾・

౾類」「種実類」「類」はさらに少なかった。

CBの吸ऩを助けるビタミンの周知度に関する結果

　「ビタミン̙」とਖ਼解した方は図４にࣔすように69

名（21.9％）であり、「ビタミン̙」を多く含む食品܈

をਖ਼解した方は「きのこ類」12名（3.8％）、「ࡪ類他」

11名（3.5％）、「ׯしきのこ・切りׯし大ࠜ」９名

（2.9％）と少なかった。ޡった回答に「緑色野菜」「そ

の他の野菜」「果実類」を選した方が多くいた（図５）。
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骨にCBが結合するのを助けるビタミンの周知度に関す
る結果

　「ビタミン̠」とਖ਼解した方は図６にࣔすようにわず

か６名（1.9％）であり、「ビタミン̙」38名（12.1％）、

「ビタミン̘」８名（2.5％）とޡって回答した方が多

かった。「ビタミン̠」を多く含む食品܈をਖ਼解した方

は「緑色野菜」９名（2.9％）、「ೲ౾」３名（1.0％）と

少なかった（図７）。

【ߟ】

　CBを多く含む食品の周知度に関するアンケート結果

より、骨の健康に必要な栄養素としてCBの周知度は高

いことが分かった。一方、骨の健康に役立つビタミンに

関するアンケートでは、骨の健康に役立つビタミンがあ

ることは知っているが、ビタミン名までਖ਼解できる方は

少なく、含有する食品܈をਖ਼解できる方はさらに少なかっ

た。以上の結果より、栄養指導の際には「ビタミン名」「そ

のビタミンの役割」「そのビタミンを多く含む食品」をセッ

トにしてえることが多いが、ビタミン名や役割をえ

ても理解されにくく、知識としてりにくいՄ能性がࣔ

ࠦされた。また、ビタミン%、ビタミンKを含む食品܈

の問いに、「緑色野菜」「その他の野菜」「果実類」を選

した方が多くみられたことはビタミン�ˠ�体によいも

の�ˠ�野菜・果実、とのയવとしたイメージを持つ方が

多い結果であることがਪされた。

【まͱΊ】

　対象者が栄養の知識をਖ਼しく理解し、実践できる

ようにするためには、指導内容をする必要があ

る。今回の調査結果より、骨の健康に役立つビタミ

ンがあることや含有する食品܈名をえ、ビタミン

名やその役割はྻڍせずに要のみを述べることで、

理解されやすいՄ能性がਪされた。今後の課題と

して、使用するアンケ－トは栄養学を学んだ者のࢹ

で作成するのではなく、一般対象者のࢹで作成

することの重要性がࣔࠦされた。今回の測定データ

やアンケート調査で分ੳできていない項目について、

Ҿき続き解ੳし、ݕ౼する予定である。

� （中村智子・℄本美༝ل）
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